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ひまわりパーク六本松に就職し、毎日賑やかな職場で日々業務に努め、早くも３ヶ月が経とうとしています。
私が障がい者福祉に興味を持つきっかけになったのは、高校の時の出来事です。当時、生まれつき身体に障がいがあるクラスメイトがいました。そのクラスメイトと関わる際に「今私が手を貸すのは余計なことだろうか。この人のプライドを傷つけないだろうか」等と色々考え、戸惑うことがあったのです。
大学に入り福祉を学んでいく中で、私のクラスメイトに対する戸惑いは、障がい者に対して偏見を持っていたからだったと気づき、障がい者に対する偏見を題材とした卒業研究論文に努めました。
偏見はなぜなくならないのかを模索していくなかで、偏見は誰もが持つものであり、まずは自分が偏見を持っているという事を知ること、そしてその事実と向き合うことが大事だと感じました。
まだまだわからないことばかりですが、普段就労支援の業務に携わりながら、世間一般に存在する障がい者に対する誤った偏見や差別をなくしていく為に、私はなにが出来るのかを常に考えて行動し、育成会のなかで学び、成長していくことを期待しています。
